
令和7年の新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。

旧年中は協会運営にご支援ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、昨年は正月早々の能登半島地震の発生と、羽田での航空機事故で明け、コ

ロナ禍は下火になるも酷暑、豪雨等での自然災害が続きました。また、秋には国

内外で大きな選挙が行われ、新たなリーダーが誕生し、新たな進路が描かれよう

としています。新年の巳年は「復活と再生の年」、「新しいことが始まる年」と言

われているそうです。戦争に終止符が打たれ、世界が平和な生活が営める一年に

なるよう祈るばかりです。

昨年の協会活動では、5月の定時総会は例年の総会後の講演会、表彰式、祝賀会・懇親会を実施しまし

た。また、7月の優良事業所認定制度事業においては、更新会員及び新規申請会員と合わせて98社が優

良事業所となりました。

11月には神戸市で「全消販合同会議・講演会」を開催しました。全国から今までにない100名の会員

が集い、前年の福岡市開催以来の会員相互の交流を図ることができました。会員PRタイムでは会員4社

が提言、自社ソリューションを発表しました。講演会では消防庁予防課課長補佐からご講演をいただき、

盛会裏に終わることができました。本年はより充実した内容にて実施すべく企画しております。

全消販は、点検業務を行う事業所が主体となっている全国で唯一の団体であり、平成6年に協会内で

優良な点検業務実施者の発掘と資質の向上を図るため「優良事業所認定」を行い、適正な点検業務を通

じて消防用設備等の維持管理の確保に励んでまいりました。今後も多様化する社会環境において、消費

者に最も近い立場から消防機器の設置、設備点検等において地域の「身近な暮らしの安心と安全」のた

めに努力してまいりますので、消防関係団体各位の当協会会員への力強いご支援を心よりお願いする次

第です。

結びに、会員各位の益々のご発展とご健勝を祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。
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新年名刺交換会、新年互例会が昨年同様に東京、大阪で開催されました。

1．2025年　新年名刺交換会（明治記念館　冨士の間）
2025年1月7日午後3時より、消防庁池田長官、全国消防長会吉田会長、日本消防検定協会市橋理事

長、（一財）日本消設備安全センター西藤理事長その他多くのご来賓、各工業会役職者、会員等約630名

の出席のもと開催されました。

2．2025年　新年互礼会（ホテルグランヴィア大阪　名庭の間）
2025年1月9日午後3時より、消防庁渡辺予防課長、大阪市消防局橋口局長、日本消防検定協会市橋

理事長、（一財）日本消防設備安全センター西藤理事長、その他多くのご来賓、各工業会役職者、会員等

約360名の出席のもと、開催されました。

Ⅱ．新年名刺交換会・新年互礼会

理事長
臼 井 　 潔
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1．褒章受章

2．2024年度　消防設備関係功労者等表彰式

2024年秋の黄綬褒章を以下の会員の方々が受章されました。誠におめでとうございます。

清 水　健 男　氏　　ニッショウ機器株式会社　　代表取締役社長　　（神奈川県）

野 津　昌 彦　氏　　南里ポンプ株式会社　　　　代表取締役　　　　（佐賀県）

Ⅲ．2024年　秋の表彰関係

11月1日（金）午後3時30分より、明治記念館（東京都港区）にて、池田 達雄消防庁長官、西藤 公

司（一財）日本消防設備安全センター理事長、市橋 保彦日本消防検定協会理事長、金森 賢治（一社）全

国消防機器協会会長、その他多くのご来賓隣席のもと、令和6年度消防設備関係功労者等表彰式が執り

行われました。

（1）消防庁長官表彰
① 消防機器開発普及功労者表彰

全消販上申会員より、結城氏、岡田師が受賞されました。誠におめでとうございます。

結 城　　 剛　氏　　株式会社サイボウ 　　　代表取締役社長　　（埼玉県）

岡 田　勝 男　氏　　株式会社入谷商会 　　　代表取締役会長　　（大阪府）

また、賛助会員の中川氏、初田氏が受賞されました。誠におめでとうございます。

中 川 龍太郎　氏　　モリタ宮田工業（株）　　代表取締役社長　　（東京都）

初 田　和 弘　氏　　株式会社初田製作所 　　代表取締役社長　　（大阪府）

清水 氏 野津 氏

結城 氏

岡田 氏 消防機器開発普及功労者表彰受賞者
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2．2024年度　消防設備関係功労者等表彰式

（1）消防庁長官表彰
② 消防設備保守関係功労者表彰

全消販会員より以下の会員の方々が受賞されました。誠におめでとうございます。

𣳾 地　浩 幸　氏　　中央防災システム株式会社	 代表取締役	 （北海道）

谷 口　欣 也　氏　　丸新消防株式会社	 代表取締役	 （岐阜県）

林　　 隆 治　氏　　有限会社林防災	 代表取締役	 （愛知県）

濱 口　弘 樹　氏　　アイティ株式会社	 取締役社長	 （三重県）

川 村　秀 樹　氏　　株式会社電 装	 代表取締役	 （山口県）

（2）一般財団法人日本消防設備安全センター理事長表彰
全消販会員より以下の方々が受賞されました。誠におめでとうございます。

① 消防設備保守関係者表彰

近 江　　 翌　氏　　株式会社アサヒ	 代表取締役社長　　（北海道）

浦 野　静 夫　氏　　浦野工業株式会社	 代表取締役　　　　（東京都）

榊 原　廣 士　氏　　東海消防設備株式会社	 代表取締役　　　　（愛知県）

富 永　　 豊　氏　　和泉防災株式会社	 代表取締役　　　　（大阪府）

甘 中　正 則　氏　　東報サービス株式会社	 取締役会長　　　　（兵庫県）

② 消防用設備等点検済表示制度推進優良事業所表彰

株式会社イワナガ	 代表取締役　　　　栗 山　　 修　氏　　（東京都）

日本防災株式会社	 代表取締役会長　　下 野　康 徳　氏　　（大阪府）

三輝物産株式会社	 代表取締役　　　　西 銘　公 一　氏　　（熊本県）

消防庁 池田長官

消防設備保守関係功労者表彰受賞者
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2024年度の全消販合同会議が神戸市にて開催されました。以下に実施概況をお知らせします。

開催日時	 2024年11月21日（木）14時～17時30分　場所：ANAクラウンプラザホテル神戸

出席者数	 正会員：75社（85名）　　賛助会員：7社（12名）

	� 講演会には、神戸市市消防局、（一社）兵庫県消防設備保守協会から役職者4名のご参加

をいただきました。

（1）開　会
事務局長より理事会開催の定足数充足の報告と会議配布資料確認及び会議プログラムの説明があ

り、臼井理事長の開催の挨拶、地元の（株）アタイムの宮田社長の挨拶があり、定款の定めにより

理事長が議長に就任し、議事審議に入った。

（2）議　事
第1号議案	 2024年度 上半期の事業報告について

　　�議長は定款の定めにより業務執行状況を理事会に報告する旨を述べ、以下の事項を事務局長に説

明させ、説明後議長はこれを一堂に諮り、承認されました。

　① 総会・理事会・その他会議

　　上半期の総会、理事会等の実施状況について説明がなされた。

　② 表彰関連

　　�褒章、消防庁長官表彰、全国消防機器協会会長表彰、全消販功労者表彰、優良従業員表彰等の

説明がなされた。

　③ 会員の入退会状況について

　　新規入会会員及び退会会員について報告がなされた。

　④ 消防設備等点検優良事業所認定について

　　当年度の更新、新規募集状況について報告がなされた。

　⑤ 講演会の開催について

　　定時総会後にかいさいした講演会について概要報告がなされた。

　⑥ 広報及び庶務事項

　　上期の広報、庶務事項の活動報告がなされた。

報告事項

　① �（一財）日本消防設備安全センターが主管する消防防災研

究開発助成事業について

　　　�本年度申請決済されたテーマ及び取組み状況につい

て、委託先会社から状況報告を行った。

　　　　テーマ：易操作性1号消火栓化学消火ユニットの開発

　② 今後の主な行事予定について

　　　主たる行事日程の説明がなされた。

Ⅳ．全消販 2024年度合同会議開催結果報告

1．第172回 理事会　（参加者全員により合同会議）

会議会場
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（1）講 演　 　「阪神・淡路大震災からの復興」

東報サービス（株）　　代表取締役社長	 甘 中　正 樹　様

（2）会員からの提言・ソリューションPR　　　（ご社名五十音順）

① シノハラ防災（株）	 代表取締役	 篠 原　　 徹　様

　　 － 消防届出に関する行政書士会の動向について

② ニッショウ機器（株）	 代表取締役社長	 清 水　健 男　様

　　 － 「消防防災関連資機材のケミカル修繕剤」のご紹介

③ （株）プロテック	 環境・情報通信事業部 部長	 加 納　博 之　様

　　 － 「安視んボイス」遠隔放送監視カメラのご紹介

④ ヤマトプロテック（株）	 マーケティング室 次長	 市 川　　 誠　様

　　 － K/SMOKE 消火薬剤のご紹介

2．研　修　会

総務省消防庁予防課　課長補佐	 田 中　勇 人　様

「最近の予防行政の動向について」と題して、以下の内容についてご講演いただきました。

講演会テキスト（CD）をご希望の方はご一報ください。

最 近 の 動 向

1．令和6年能登半島地震を踏まえた対応について（予防関連）

2．主な法令改正、通知等について

3．令和6年度開催の検討会について

現況、主な取組み等

４．火災の現況について

５．住宅防火対策について

3．講　演　会

講演会
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Ⅴ．消防庁からのメッセージ
　2023年（令和5年）における火災の状況（確定値）が、2024年11月 8日に公表されました。

以下に消防庁発表の報道資料を掲載します。

詳細は消防庁ホームページをご覧ください。（https://www.fdma.go.jp/pressrelease/statistics/）

　令和5年中の火災状況について、1月から12月までの確定値をとりまとめましたので、その概要を
公表します。
　前年と比較すると、総出火件数、火災による死者数ともに増加しています。

①総出火件数は38,672件、前年より2,358件の増加
　�　総出火件数は、38,672件で、前年より2,358件（6.5%）増加しています。火災種別では、建物火災

が807件増加、林野火災が60件増加、車両火災が112件減少、船舶火災が20件減少、航空機火災が

1件減少、その他火災が1,400件増加しています。

②総死者数は1,503人、前年より51人の増加
　�　火災による総死者数は、1,503人で、前年より51人（3.5%）増加しています。負傷者数は、5,766人

で、前年より16人（0.3%）増加しています。

③住宅火災による死者（放火自殺者等を除く。）数は1,023人、前年より51人の増加
　�　住宅火災による死者（放火自殺者等を除く。）数は1,023人で、前年より51人（5.2%）増加してい

ます。このうち65歳以上の高齢者は762人で、前年より31人（4.2%）増加し、住宅火災による死者

（放火自殺者等を除く。）数の74.5%を占めています。

④出火原因として最も多いのは「たばこ」、次いで「たき火」
　�　総出火件数の38,672件の出火原因別の内訳は、件数の多い順に、「たばこ」3,498件（9.0%）、「たき

火」3,473件（9.0%）、「こんろ」2,838件（7.3%）、「放火」2,495件（6.5%）、「電気機器」2,205件（5.7%）

となっています。また、「放火」及び「放火の疑い」を合わせると4,111件（10.6%）となっています。

2023年（令和5年）（1月～12月）における火災の状況（確定値）
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Ⅳ
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1．（一財）日本消防設備安全センター主催の座談会について　（ご参考）
同センターが主催した座談会に全消販臼井理事長と以下の会員各社が参加されました。

業界にとって喫緊の課題であり、大変有意義な座談会です。バックナンバーを是非お読みください。

● 第 1 回：テーマ「消防設備業界における人材不足対策座談会」
・開催日：2024年4月8日（月）　　・会場：安全センター会議室

・参加者:（敬称略：50音順）

臼 井　　 潔　（一社）全国消防機器販売業協会 理事長　ウスイ消防（株） 代表取締役

白 石　暢 彦　消防庁消防大学消防研究センター 所長（前 消防庁予防課長）

鈴 木　文 三　（一財）静岡県消防設備協会 理事長サンコー防災（株）　代表取締役

堀 川　正 弘　東京都消防設備協同組合 理事長前出工機（株）　代表取締役

八 木　啓 之　（一社）京都消防設備協会 理事春日設備工業（株）　代表取締役

平 口 愛一郎　（一財）日本消防設備安全センター 専務理事（開催時）

・「月刊フェスク」に4回に分けて掲載されています。

6 月号：人材不足問題、高齢者・外国人労働者雇用を考える
7 月号：新卒採用から中途採用へのシフト、派遣活用を考える
8 月号：魅力ある労働・雇用、適正な受注を考える
9 月号：これからの消防設備点検のあり方を考える

● 第 2 回：テーマ
・火災予防分野における新技術活用を考える

・事業承継について

・消防本部への届出のDX事例等

・開催日：2024年10月2日（水）　　・会場：安全センター会議室

・「月刊フェスク」に分けて掲載されています。

12 月号：火災予防分野における新技術活用を考える
2 月号：続編を掲載予定です。

・2 回目の特別参加者　（敬称略）
渡 辺　剛 英　消防庁予防課長	 西 尾　　 誠　TOA（株）

荒 海　雄 一　（株）リコー	 尾 阪　則 将　アークリード（株）

高 濱　　 陽　（株）防災ホールディングス	 松 永 祥次郎　東北物産（株）

2．メールマガジンについて
（一財）日本消防設備安全センターでは昨秋から「メールマガジン」を始めました。

毎月25日頃配信されます。

�「月刊フェスク」発行のお知らせや認評定合格品・評価委員会結果公表、講習・刊行物発刊のご案

内など、安全センター業務に関する最新情報が発信されています。

同センターのホームページから登録してご活用ください。登録料は無料です。

Ⅵ．事務局からのお知らせ　（1）
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1．新入会員のご紹介
2024年には、以下の会員の方々が新規にご入会されました。

【 正 会 員 】

① 南海工業（株）	 代表取締役	 野 瀬　　 誠　様	 （大阪府東大阪市）

② 東報サービス（株）	 代表取締役	 甘 中　正 樹　様	 （兵庫県神戸市）

③ （有）西九電装エンジニアリング	 代表取締役	 本 山　和 彦　様	 （佐賀県武雄市）

④ ジャパン防災設備（株）	 代表取締役	 秋 本　　 悠　様	 （北海道札幌市）

⑤ （株）東新商会	 代表取締役	 山 下　　 亨　様	 （東京都青梅市）

⑥ 五光トータル防災（株）	 代表取締役	 髙 橋　佳 子　様	 （北海道旭川市）

⑦ （株）マルヤマ	 代表取締役	 大 和　英 樹　様	 （青森県十和田市）

【賛助会員】

① （一社）全国設備業DX推進会	 代表理事	 井 上　英 明　様	 （東京都千代田区）

2．全消販　2025年 第39回 定時総会について
全消販定時総会は以下の日程で開催されます。詳細のご案内は後日差し上げます。

是非ご予定に入れていただき、多くの会員の皆様のご出席をお願いします。

開催日：2025 年 5 月 9 日（金）　午後
会　場：「KKR ホテル東京」　（東京都千代田区大手町 1-4-1）

3．全消販　合同会議開催について
全消販合同会議の開催地が決まりました。詳細につきましては後日ご案内差し上げます。

多くの会員の皆様のご参加をお待ちしています。

開催日：2025 年 11 月 20 日（木）　午後
　　　　・合同会議、講演会、懇親会等
開催地：静岡県静岡市
会　場：「ホテルアソシア静岡」
　　　　（静岡県静岡市葵区黒金町 56）

4．新年のご挨拶（事務局）
旧年中は大変お世話になりありがとうございました。

お蔭様で9連休という正月休みをいただき、平穏な時間を過ごしましたが、テレビのニュース

では戦争・紛争下での幼い子供たちの傷ついた映像を何度も眼にしました。巳年は、「新しいこと

が始まる年」と言われるとのことです。新年は、今までに増して一層いつもの日常が流れていく

年であってほしいと思います。

会員の皆様のご活躍を祈念申し上げます。本年もご支援の程、宜しくお願い申し上げます。

ホテルアソシア静岡

Ⅶ．事務局からのお知らせ　（2）

編集責任者：理事長　臼 井 　 潔 　　　　編　集：事務局長　岡 田 　 昇
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